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記念

　

２
０
１
８
年
１１
月
２３
日
（
土
）・
２４

日
（
日
）
の
2
日
間
に
わ
た
り
、
第
32

回
日
本
手
術
看
護
学
会
年
次
大
会
（
会

場
：
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜 

会
議
セ
ン
タ
ー
）

が
開
催
さ
れ
、
約
４
，
３
０
０
名
が
参

加
し
た
。
横
浜
で
の
開
催
は
、
６
年
ぶ

り
と
な
る
。
本
年
度
の
テ
ー
マ
は
「
手

術
看
護
か
ら
周
術
期
看
護
―
変
遷
す
る

社
会
に
対
応
で
き
る
手
術
室
看
護
師
の

育
成
―
」。
手
術
に
お
け
る
チ
ー
ム
医

療
の
要
で
あ
る
手
術
室
看
護
師
が
、
他

部
署
と
の
連
携
を
通
じ
て
患
者
さ
ん
の

気
持
ち
に
寄
り
添
い
支
援
を
展
開
す
る

必
要
性
に
つ
い
て
、
充
実
し
た
講
演
や

発
表
が
行
わ
れ
た
。
開
会
式
は
、
東
海

大
学
吹
奏
楽
研
究
会
に
よ
る
演
奏
で
華

や
か
に
幕
開
け
し
た
。
大
会
ポ
ス
タ
ー

に
彩
ら
れ
た
10
色
の
ラ
イ
ン
は
、
企
画

運
営
に
携
わ
っ
た
関
東
甲
信
越
地
区
一

都
九
県
を
表
現
し
て
い
る
そ
う
だ
。
横

田
富
美
子
大
会
長
（
関
東
甲
信
越
地
区

会
長
／
埼
玉
県
済
生
会
川
口
総
合
病

院
）
は
、
チ
ー
ム
で
力
を
ひ
と
つ
に
す

る
こ
と
の
大
切
さ
や
、
本
大
会
で
周
術

期
の
様
々
な
知
見
・
知
識
を
得
て
患
者

に
還
元
し
て
ほ
し
い
と
開
催
へ
の
意
向

を
示
し
た
。
石
橋
ま
ゆ
み
理
事
長
（
日

本
手
術
看
護
学
会
理
事
長
）
は
、
看
護

の
質
の
向
上
、
看
護
師
の
業
務
領
域
の

拡
大
を
目
標
に
本
大
会
で
交
流
を
図
っ

て
ほ
し
い
、
人
生
の
一
大
決
心
で
あ
る

手
術
に
携
わ
る
う
え
で
患
者
と
そ
の
家

族
に
寄
り
添
う
と
い
う
根
本
的
な
理
念

を
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
と
述
べ
ら
れ
た
。

　

大
会
長
講
演
「
当
院
の
医
療
材
料

の
不
具
合
発
生
時
に
お
け
る
管
理
体
制
」

で
は
、横
田
大
会
長
よ
り
不
具
合
が
発
生

し
た
際
の
診
療
材
料
委
員
会
に
お
け
る
管

理
の
流
れ
に
つ

い
て
説
明
が

な
さ
れ
た
。

か
つ
て
は
診

療
材
料
の
不

具
合
が
発

生
し
た
場
合

は
、
現
場
か

ら
メ
ー
カ
ー

に
回
答
を
求

め
て
お
り
、

メ
ー
カ
ー
か
ら
は
口
頭
で
の
回
答
の
み

で
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
残
ら
ず
、
回
答
期

間
が
長
く
か
か
る
こ
と
が
少
な
く
な

か
っ
た
。
そ
こ
で
I
S
O
9
0
0
1
に

基
づ
い
た
独
自
の
不
良
品
発
生
報
告
書

を
作
成
す
る
と
と
も
に
、
対
応
す
る
フ

ロ
ー
を
、
①
現
場
（
不
良
品
発
生
報
告

書
を
委
員
会
に
提
出
）
→
②
診
療
材
料

委
員
会
（
メ
ー
カ
ー
へ
不
良
現
品
と
情

報
を
渡
す
）
→
③
メ
ー
カ
ー
（
使
用
方

法
確
認
、
原
因
調
査
、
是
正
対
策
）
→

④
診
療
材
料
委
員
会
（
メ
ー
カ
ー
回
答

確
認
、使
用
方
法
の
再
確
認
、対
応
検
討
）

と
い
う
内
容
に
体
系
化
し
た
。
手
術
室

だ
け
で
な
く
院
内
全
体
で
医
療
材
料
を

共
通
し
て
使
用
す
る
こ
と
、
メ
ー
カ
ー

に
意
見
を
伝
え
る
こ
と
が
医
療
材
料
の

品
質
向
上
に
繋
が
る
と
締
め
く
く
ら
れ

た
。
今
年
は
大
阪
北
部
地
震
、
西
日
本

豪
雨
な
ど
、
自
然
災
害
を
身
近
に
感
じ

る
機
会
が
多
か
っ
た
た
め
か
、
災
害
対

策
に
関
す
る
演
題
が
目
立
っ
た
。
第
32

回
日
本
手
術
看
護
学
会
は
講
演
、
企
業

展
示
ブ
ー
ス
と
も
に
盛
況
の
う
ち
に
閉

幕
し
た
。

　

次
回
、
第
33
回
日
本
手
術
看
護
学

会
は
２
０
１
９
年
１０
月
１１
日
（
金
）・

１２
日
（
土
）
に
岡
山
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
に
て
「
役
割
と
や
り

が
い
―
地
域
へ
繋
げ
る
周
術
期
看
護
―
」

を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
る
。      （
山
口
）

―
熊
本
地
震
発
生
か
ら
約
３
年
が
経

ち
ま
す
が
、
地
震
発
生
直
後
の
様
子
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

２
０
１
６
年
４
月
１４
日 

２１
時
２６
分
に

震
度
７
の
地
震
（
前
震
）
が
発
生
し
ま

し
た
。
そ
の
頃
は
帰
宅
し
て
い
て
、
家

族
の
無
事
を
確
認
し
て
か
ら
す
ぐ
に
病

院
へ
駆
け
付
け
ま
し
た
。
電
気
等
の
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
は
ま
だ
通
っ
て
い
て
、
入

院
し
て
い
る
患
者
さ
ん
の
状
態
を
確
認

し
て
か
ら
搬
送
さ
れ
た
患
者
さ
ん
の
処

置
・
対
応
を
し
ま
し
た
。
二
日
後
、
４

月
１６
日 

深
夜
１
時
２５
分
に
震
度
７
の
地

震
（
本
震
）
が
発
生
し
、
こ
の
時
点
で

完
全
に
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
停
止
し
ま
し

た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
は
緊
急
対
応
で

手
術
室
に
待
機
し
て
い
ま
し
た
が
、
建

物
自
体
が
地
震
の
ダ
メ
ー
ジ
に
よ
り
患

者
さ
ん
を
受
入
れ
る
こ
と
が
不
可
能
に

な
り
ま
し
た
。
入
院
中
の
患
者
さ
ん
は

転
院
、
も
し
く
は
退
院
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
、
病
院
は
８
階
建
で
す
が

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
使
え
な
い
た
め
、
各

階
か
ら
１
階
ま
で
の
搬
送
は
、
職
員
が

力
を
合
わ
せ
て
慎
重
に
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
搬
送
器
具
に
も
数
に
限
り
が
あ

る
た
め
、
そ
の
場
の
判
断
で
毛
布
等
を

工
夫
し
、
活
用
し
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

気
づ
け
ば
外
は
明
る
く
な
っ
て
い
て
、

患
者
さ
ん
全
員
の
転
院
お
よ
び
退
院
が

完
了
し
た
の
は
、
同
日
の
１５
時
頃
で
し

た
。
そ
の
後
は
、
手
術
室
が
使
用
不
可

能
で
あ
る
た
め
、
仮
設
テ
ン
ト
に
て
市

職
員
と
し
て
避
難
所
の
管
理
と
他
施
設

で
の
看
護
業
務
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。

―
地
震
中
、
ス

タ
ッ
フ
と
の
連
絡
は

ど
の
よ
う
に
取
り
ま

し
た
か
。

　

Ｐ
Ｈ
Ｓ
を
支
給
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、

通
信
障
害
で
ほ
と
ん
ど
繋
が
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
ま
た
、
関
係
者
に
は
携
帯
電

話
ア
プ
リ
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
用
い
て
連
絡

を
取
り
ま
し
た
。
瞬
時
に
連
絡
が
取
れ

な
く
て
も
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
残
せ
る
た
め
、

と
て
も
便
利
に
感
じ
ま
し
た
。

―
災
害
時
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
役
に
立

ち
ま
し
た
か
。

　

今
回
の
地
震
は
、
前
震
と
本
震
が
ど

ち
ら
も
夜
間
に
発
生
し
た
た
め
、
手
術

室
に
患
者
さ
ん
が
い
な
い
時
の
行
動
マ

ニ
ュ
ア
ル
は
必
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

患
者
さ
ん
の
搬
送
方
法
に
つ
い
て
も
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
に

乗
せ
て
手
術
室
か
ら
搬
出
す
る
パ
タ
ー

ン
し
か
備
え
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
搬

送
器
具
が
使
え
な
い
状
況
下
で
の
対
応

は
と
て
も
困
難
で
し
た
。

―
そ
の
後
、
災
害
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
追

加
さ
れ
た
取
り
組
み
は
あ
り
ま
す
か
。

　

災
害
対
策
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
複

数
パ
タ
ー
ン
を
想
定
し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
作
成
に
着
手
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

手
術
中
以
外
の
災
害
発
生
時
は
、
手
術

室
職
員
が
ど
の
部
門
へ
支
援
に
行
く
か

を
検
討
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
勉
強
会

で
は
、
防
火
扉
、
排
煙
口
等
の
仕
組
み

や
使
い
方
等
を
学
び
、
ス
ム
ー
ズ
に
使

い
こ
な
せ
る
よ
う
に
知
識
を
深
め
て
い

ま
す
。

―
ま
も
な
く
熊
本
市
民
病
院
が
再
稼

働
し
ま
す
が
、
新
病
院
の
魅
力
に
つ
い

て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

新
病
院
は
、
熊
本
地
震
の
教
訓
を
踏

ま
え
て
、
ヘ
リ
ポ
ー
ト
や
非
常
用
発
電

機
を
２
基
設
置
し
た
災
害
に
強
い
構
造

で
す
。
従
来
通
り
、
胎
児
か
ら
高
齢
者

ま
で
幅
広
い
患
者
さ
ん
に
医
療
を
提
供

す
る
病
院
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

―
最
後
に
、
ま
だ
災
害
を
受
け
て
い

な
い
病
院
に
向
け
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

地
震
が
発
生
す
る
と
避
け
る
こ
と
が

出
来
な
い
た
め
、
被
害
を
最
小
限
に
す

る
こ
と
が
重
要
で
す
。
実
際
に
防
災
訓

練
を
行
っ
た
際
に
は
、
非
常
用
電
話
は

非
常
用
ベ
ル
を
押
さ
な
い
と
使
用
出
来

な
い
な
ど
想
定
外
の
事
態
を
把
握
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
災

害
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
定
期
的
な
見
直
し
や

共
有
を
行
い
、
あ
ら
ゆ
る
状
況
下
に
も

対
応
出
来
る
よ
う
、
細
部
ま
で
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。   （
聞
き
手
：
畑
山
・
山
口
）

熊
本
地
震
か
ら
の
再
建
　

～
地
域
を
守
る
市
民
病
院
で
あ
る
た
め
に
～
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〈
第
13
回
〉

認定
看護師

第
32
回
日
本
手
術
看
護
学
会
年
次
大
会

周
術
期
を
通
し
て
患
者
を
支
援
す
る

ｉｎ
横
浜

災
害
時
の
対
応
に
差
が
つ
く

 

5
S
活
動

整
理
収
納

ア
ド
バ
イ
ザ
ー

直
伝

　

医
療
材
料
や
Ｍ
Ｅ
機
器
が
数
多
く
保

管
さ
れ
て
い
る
手
術
室
。
い
か
な
る
状

況
で
も
、
破
損
リ
ス
ク
を
低
減
し
、
誰

も
が
簡
単
か
つ
効
率
的
に
必
要
な
物
が

取
り
出
せ
る
環
境
を
構
築
し
た
い
。
そ

こ
で
、「
災
害
時
の
対
応
に
差
が
つ
く
５

Ｓ
活
動
」
を
テ
ー
マ
に
、
特
定
非
営
利

活
動
法
人
ハ
ウ
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
協
会
認

定 

整
理
収
納
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
１
級
の
資

格
保
有
者
で
あ
る
福
井
泰
志
氏
が
保
管

ル
ー
ル
の
決
め
方
や
５
Ｓ
を
継
続
し
て

い
く
上
で
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
を
解
説
。

　

災
害
時
な
ど
に
お
け
る
多
数
傷
病

者
発
生
時
に
、
特
定
の
外
傷
や
多
く

の
重
傷
者
数
を
受
け
入
れ
る
能
力
は

「
S
u
r
g
e 

C
a
p
a
c
i
t
y
」
と

称
さ
れ
、
こ
の
能
力
は
救
急
部
門
の

対
応
能
力
よ
り
も
手
術
部
門
の
対
応

能
力
が
重
要
で
あ
る
と
の
報
告
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
手
術
室
に
お

け
る
５
Ｓ
活
動
は
、
平
時
は
も
ち
ろ

ん
災
害
時
に
も
効
果
的
で
重
要
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

５
Ｓ
の
う
ち
「
整
理
-s
e
i
r
i
-」

「
整
頓
-s
e
i
t
o
n
-」「
習
慣
化

　

２
０
１
８
年
１０
月
１７
日
（
水
）
～
１９

日
（
金
）
の
３
日
間
、
第
２９
回
全
国
老

人
保
健
施
設
大
会
（
会
場
：
ソ
ニ
ッ
ク

シ
テ
ィ
・
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮 

他
）
が

開
催
さ
れ
た
。本
大
会
で
は
、「
彩
ろ
う
！

豊
か
な
高
齢
社
会
を
～
老
健
は
地
域
づ

く
り
の
担
い
手
で
す
～
」
を
テ
ー
マ
に
、

全
国
の
医
師
・
看
護
師
・
介
護
福
祉
士
・

事
務
員
等
が
、
施
設
や
地
域
で
の
取
り

組
み
事
例
を
発
表
し
、
意
見
交
換
の
場

と
し
て
様
々
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。

　

㈱
リ
ブ
ド
ゥ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン（
以

下
リ
ブ
ド
ゥ
と
記
載
）
は
、
大
人
用
紙

お
む
つ
ブ
ラ
ン
ド
「
リ
フ
レ
」
を
展
開

し
て
お
り
、
２
０
１
６
年
よ
り
新
ブ
ラ

ン
ド
「
リ
フ
レ 

ス
マ
ー
ト
ラ
イ
ン
」
を

立
ち
上
げ
た
。Ａ
Ｄ
Ｌ（
日
常
生
活
動
作
）

の
維
持
・
向
上
に
配
慮
し
た
超
う
す
型

お
む
つ
で
、
モ
レ
防
止
性
能
だ
け
で
な

く
、装
着
時
の
快
適
性
、リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
を
目
的
と
し
た
高
い
フ
ィ
ッ
ト

性
を
特
長
と
し
て
い
る
。
本
大
会
で
は
、

「
ス
マ
ー
ト
ラ
イ
ン
」
を
使
用
し
て
い
る

介
護
老
人
保
健
施
設
の
方
々
も
演
者
と

し
て
多
数
参
加
し
て
お
り
、「
お
む
つ
の

チ
ェ
ン
ジ
で
動
き
変
わ
る 

く
ら
し
変
わ

-s
h
u
k
a
n
k
a
-」
の
３
つ
に
絞
っ

て
ポ
イ
ン
ト
の
解
説
を
し
ま
す
の
で
、

日
ご
ろ
の
５
Ｓ
活
動
を
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

ま
ず
は
、
徹
底
で
き
な
け
れ
ば
５
Ｓ

の
成
功
は
無
い
と
言
わ
れ
る
「
整
理

-s
e
i
r
i
-」
に
つ
い
て
で
す
。
不

要
品
や
過
剰
な
在
庫
の
買
い
置
き
が
な

い
か
、
不
要
品
に
は
表
示
を
つ
け
削
減

の
取
り
組
み
を
し
て
い
る
か
が
基
本
で

す
。
し
か
し
、
必
要
な
も
の
と
不
要
な

も
の
を
分
け
る
た
め
に
は
基
準
や
ル
ー

ル
が
必
ず
必
要
と
な
り
ま
す
。
特
に
保

管
場
所
を
圧
迫
す
る
の
が
Ｍ
Ｅ
機
器
で

す
が
、元
々
高
額
な
た
め
災
害
時
の
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
を
兼
ね
て
長
期
未
使
用
品
や

旧
型
品
で
あ
っ
て
も
保
管
し
が
ち
で
す
。

そ
こ
で
、
赤
札
を
活
用
し
半
年
か
一
年

単
位
で
、
①
手
術
室
エ
リ
ア
、
②
手
術

室
外
周
廊
下
、
③
手
術
室
と
同
じ
階
の

倉
庫
、
④
病
院
内
の
い
ず
れ
か
の
倉
庫
、

⑤
グ
ル
ー
プ
施
設
で
の
一
時
保
管
、
⑥

代
理
店
一
時
保
管
、
の
順
に
保
管
エ
リ

ア
を
変
更
し
て
最
終
的
に
破
棄
の
判
断

を
下
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
災

害
時
に
使
い
慣
れ
な
い
機
器
を
使
用
す

る
よ
り
も
既
存
の
機
器
の
転
倒
や
破
損

防
止
に
目
を
向
け
て
く
だ
さ
い
。

　

次
の「
整
頓
-s
e
i
t
o
n
-」で
は
、

「
置
き
場
所
」「
置
き
方
」「
表
示
」
の
整

頓
３
要
素
を
明
確
に
し
て
徹
底
し
て
く

だ
さ
い
。
必
要
な
物
品
を
使
い
や
す
い

よ
う
き
ち
ん
と
置
き
、
誰
で
も
分
か
る

よ
う
に
明
示
す
る
こ
と
は
、
平
時
に
お

い
て
段
取
り
時
間
の
短
縮
な
ど
業
務
を

早
く
楽
に
す
る
取
り
組
み
と
な
り
ま
す
。

災
害
時
は
、
た
と
え
診
療
材
料
が
地
震

で
散
ら
ば
っ
た
と
し
て
も
、
保
管
場
所

る
！！
～
お
む
つ
を
変
え
た
こ
と
で
Ｑ
Ｏ

Ｌ
向
上
に
繋
が
っ
た
事
例
紹
介
～
」
を

初
め
、
排
泄
自
立
等
の
成
功
事
例
と
取

り
組
み
手
法
や
改
善
後
の
経
過
に
つ
い

て
紹
介
い
た
だ
い
た
。
介
護
の
領
域
に

お
い
て
、
排
泄
ケ
ア
は
特
に
重
要
な
役

割
を
占
め
て
お
り
、
介
護
者
の
適
切
な

用
具
選
定
が
、
使
用
者
の
衛
生
面
・
心

理
的
な
ケ
ア
に
繋
が
る
と
思
わ
れ
る
。

本
大
会
に
お
い
て
も
排
泄
分
野
の
講
演

が
多
数
あ
り
、
発
表
を
真
剣
に
聞
き
入

る
姿
が
多
く
見
ら
れ
た
。

　

同
日
に
開
催
さ
れ
た
併
設
企
業
展
に

て
、
リ
ブ
ド
ゥ
は
「
リ
フ
レ 

ス
マ
ー
ト

ラ
イ
ン
」
全
６
ア
イ
テ
ム
（
パ
ン
ツ
タ

イ
プ
・
テ
ー
プ
タ
イ
プ
各
２
サ
イ
ズ
、

パ
ッ
ド
タ
イ
プ
２
種
類
）
の
商
品
展
示

を
行
い
、
初
日
か
ら
多
く
の
来
場
者
に

立
ち
寄
っ
て
い
た
だ
い
た
。
ブ
ー
ス
で

は
、
商
品
の
装
着
が
そ
の
場
で
体
験
で

き
、
魅
力
で
あ
る
「
動
き
や
す
さ
」「
は

き
ご
こ
ち
」
を
実
感
。「
お
む
つ
な
の
に

ゴ
ワ
ゴ
ワ
し
な
い
」「
足
ま
わ
り
が
動
き

や
す
い
」
な
ど
、
好
評
な
コ
メ
ン
ト
を

い
た
だ
い
た
。                    （
田
路
）

・
２
０
１
９
年
７
月
２０
日（
土
）、
第

２
１
回
日
本
医
療
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学

会
学
術
総
会（
会
場
：
名
古
屋
国
際

会
議
場
）に
て
、弊
社
は
ラ
ン
チ
ョ
ン

セ
ミ
ナ
ー
「
新
時
代
を
担
う
医
療

職
の
働
き
方 

～
手
術
室
看
護
師
が

本
来
業
務
に
集
中
で
き
る
環
境
と
は

～
」を
共
催
い
た
し
ま
す
。

・
２
０
１
８
年
１１
月
、
Ｔ
Ｂ
Ｓ
テ

レ
ビ（
関
東
広
域
圏
放
送
局
）と
毎

日
放
送（
近
畿
広
域
圏
放
送
局
）に

て
、
女
性
用
尿
ケ
ア
専
用
ブ
ラ
ン

ド
、「
リ
フ
レ 

超
う
す
安
心
パ
ッ

ド
」の
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
を
放
映
し
ま

し
た
。
咳
や
く
し
ゃ
み
を
し
た

時
、
す
ぐ
に
ト
イ
レ
に
行
け
な
い

時
な
ど
、
シ
ー
ン
ご
と
に
最
適
な
商

品
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。
詳
細

は
弊
社
ブ
ラ
ン
ド
サ
イ
ト
に
て
公

開
中
。（URL:https:/

/
w
w
w
.

livedo.jp/anshinpad/

）

Lived
oTop

ics

『
編
集
後
記
』

　

３０
年
続
い
た
「
平
成
」
と
い
う
時

代
が
ま
も
な
く
終
わ
り
ま
す
。

　

元
号
改
元
に
際
し
、
時
代
を
振
り

返
る
特
別
番
組
や
記
念
書
籍
、
平
成

最
後
と
銘
打
つ
数
々
の
イ
ベ
ン
ト
な

ど
、
各
方
面
で
に
わ
か
に
活
気
づ
い

て
い
ま
す
。
新
し
い
時
代
の
幕
開
け

に
期
待
を
膨
ら
ま
せ
る
一
方
で
、
平

成
の
世
相
は
「
バ
ブ
ル
崩
壊
」「
失
わ

れ
た
２
０
年
」「
テ
ロ
」「
自
然
災
害
」

な
ど
暗
い
時
代
イ
メ
ー
ジ
で
報
道
さ

れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

昨
年
末
、
天
皇
陛
下
は
誕
生
日
に

先
立
つ
記
者
会
見
で
「
多
く
の
犠
牲

と
国
民
の
弛
み
な
い
努
力
に
よ
っ
て
、

平
成
が
戦
争
の
な
い
時
代
と
し
て
終

わ
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
に
、
心
か

ら
安
堵
し
て
い
ま
す
」
と
胸
中
を
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

い
つ
の
世
も
、
平
穏
に
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
事
は
庶
民
の
願
い
で
す
。

               

編
集
長　

陶
守
久
美
子

に
速
や
か
に
戻
せ
る
た
め
、
早
期
の
手

術
室
機
能
の
復
旧
が
期
待
で
き
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
器
材
棚
の
転
倒
防
止
策
と
併

せ
て
実
施
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

最
後
は
「
習
慣
化
-s
h
u
k
a
n

k
a
-」
で
す
。
や
っ
て
は
い
け
な

い
こ
と
を
や
っ
て
い
な
い
か
、
ル
ー

ル
や
規
則
を
守
っ
て
い
る
か
、
自
己

規
律
を
育
成
し
て
い
る
取
組
み
が
み

ら
れ
る
か
が
基
本
で
す
。
昔
は
「
躾

-s
h
i
t
s
u
k
e
-」
と
言
わ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
こ
こ
で
の
大
切
な

点
は
ル
ー
ル
や
規
則
を
習
慣
付
け
る

こ
と
の
た
め
、
近
年
で
は
「
習
慣
化

-s
h
u
k
a
n
k
a
-」
と
呼
ば
れ
る
こ

と
も
多
く
な
り
ま
し
た
。
行
為
の
目
的

や
意
義
を
実
行
す
る
ス
タ
ッ
フ
が
理
解
・

納
得
す
る
と
、
平
常
時
で
は
イ
ン
シ
デ

ン
ト
が
防
げ
、
災
害
時
で
は
対
応
力

の
強
化
に
つ
な
が
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。手
術
室
で
は
定
期
的
に
災
害
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
の
訓
練
を
さ
れ
て
い
る
と

思
い
ま
す
が
、
実
際
の
災
害
は
シ
ナ
リ

オ
通
り
に
は
い
か
な
い
も
の
で
す
。
日

頃
の
「
習
慣
化
-s
h
u
k
a
n
k
a
-」

で
培
っ
た
基
本
が
判
断
力
を
鈍
ら
せ
る

こ
と
な
く
、
迅
速
な
対
応
に
繋
が
り
ま

す
。
５
Ｓ
の
中
で
は
成
果
が
目
に
見
え

に
く
い
活
動
と
な
り
ま
す
が
、
軽
視
す

る
こ
と
な
く
活
動
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

　

最
後
に
、
現
在
の
手
術
室
に
お
け
る

５
Ｓ
活
動
は
第
三
ス
テ
ー
ジ
に
突
入
し

つ
つ
あ
り
ま
す
。
第
一
は
人
手
不
足
対

応
と
イ
ン
シ
デ
ン
ト
防
止
、
第
二
は
災

害
対
策
、こ
れ
か
ら
始
ま
る
第
三
ス
テ
ー

ジ
は
働
き
方
改
革
で
す
。
多
様
化
や
効

率
化
が
よ
り
一
層
求
め
ら
れ
、
５
Ｓ
活

動
の
内
容
も
見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。
災

害
対
策
が
落
ち
着
い
た
ら
、次
の
ス
テ
ー

ジ
へ
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。                             （
福
井
）

【プロフィール】

福井 泰志氏

第
29
回
全
国
老
人
保
健
施
設
大
会

お
む
つ
の
チ
ェ
ン
ジ
で
動
き
変
わ
る
！

ｉｎ
埼
玉

㈱リブドゥコーポレーション
メディカル事業部にて、10
年に渡り100 病 院 以 上
の手術室調査を手掛ける。
調査の過程で器材庫の煩
雑さに気づき、独学で５S
を勉強。2011 年 3 月の
東日本大震災をきっかけ
に、社内外で災害ボラン
ティア・チャリティー活動を
開始。
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看
護
を
届
け
よ
う
～
」
を
共
催
し
た
。
講
師
は
元
客

室
乗
務
員
で
、
介
護
職
経
験
後
、
接
遇
・
マ
ナ
ー
教

育
を
手
掛
け
て
い
る
第
一
印
象
研
究
所 

代
表 

杉
浦

永
子
氏
。

　

本
セ
ミ
ナ
ー
の
企
画
背
景
は
、
看
護
部
内
で
も
特

に
患
者
さ
ん
と
の
会
話
時
間
や
内
容
が
限
定
し
て
い

る
手
術
室
だ
か
ら
こ
そ
、
対
応
力
（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
）
の
差
が
患
者
満
足
度
や
業
務
効
率
に
影

響
す
る
と
課
題
認
識
し
て
い
る
看
護
師
さ
ん
が
多
い

こ
と
。
学
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
手
術
看
護
に
関
す

る
技
術
的
な
演
題
が
主
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
敢
え
て

「
対
応
力
」
と
い
う
新
し
い
視
点
で
異
業
種
か
ら
学
べ

る
セ
ミ
ナ
ー
が
あ
れ
ば
、
看
護
師
さ
ん
達
の
気
づ
き

が
得
ら
れ
る
き
っ
か
け
に
な
る
の
で
は
、
と
の
思
い

が
学
会
大
会
長
と
も
共
鳴
し
開
催
に
つ
な
が
っ
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
は
、
元
客
室
乗
務
員
な
ら
で
は
の
機
内

風
ア
ナ
ウ
ン
ス
に
て
開
演
し
、
患
者
さ
ん
の
心
理
や

接
遇
・
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
の
解
説
が
あ
っ
た
。
ま
た
、

人
の
印
象
は
第
一
印
象
の
影
響
が
大
半
を
占
め
る
た

め
、
表
情
や
態
度
（
お
辞
儀
、
ご
案
内
の
仕
方
）
に

は
意
識
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
伝
え
た
。
そ
し

て
、
人
の
タ
イ
プ
に
は
大
き
く
分
類
し
て
「
主
導

型
」「
行
動
型
」「
安
定
型
」「
慎
重
型
」
が
あ
る
た
め
、

相
手
の
タ
イ
プ
を
理
解
し
た
う
え
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
が
良
好
な
関
係
構
築
に
つ
な
が

る
こ
と
も
述
べ
た
。
最
後
に
、
セ
ミ
ナ
ー
の
復
習
と

し
て
、
術
前
・
術
後
訪
問
で
の
患
者
さ
ん
へ
の
声
の

掛
け
方
に
つ
い
て
講
師
が
例
を
示
し
、
参
加
者
も
後

に
続
い
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
看
護
や
手
術
チ
ー
ム

に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
必
要
。
で
も
あ
ま
り
学

ぶ
機
会
が
無
い
た
め
良
か
っ
た
」「
普
段
な
か
な
か

出
来
て
い
な
い
こ
と
を
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
」「
忙
し
い
と
患
者
さ
ん
に
は
笑
顔
を
向
け
ら
れ

る
が
、
ス
タ
ッ
フ
に
は
気
が
回
ら
な
い
こ
と
も
あ
る

た
め
、
忘
れ
な
い
様
に
心
が
け
た
い
と
思
っ
た
」「
接

遇
の
教
育
担
当
を
し
て
い
ま
す
が
、
オ
ペ
室
の
み
の

授
業
で
ま
だ
研
修
し
て
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
た
め
、

参
考
に
な
り
ま
し
た
」
等
の
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
、
看

護
師
さ
ん
一
人
一
人
が
日
々
の
業
務
と
向
き
合
い
、

今
後
の
あ
り
た
い
姿
に
つ
い
て
考
え
る
場
と
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  （
畑
山
）

　

２
０
１
８
年
１１
月
３
日
（
土
）、
第
６０
回
日
本
手
術

看
護
学
会
東
海
地
区
大
会
（
会
場
：
愛
知
県
産
業
労

働
セ
ン
タ
ー
ウ
ィ
ン
ク
あ
い
ち
）
が
開
催
さ
れ
た
。　

本
会
は
、
１
９
８
２
年
に
第
１
回
が
開
催
さ
れ
、
今
回

で
６０
回
目
を
迎
え
る
。
リ
ブ
ド
ゥ
は
、
５
年
以
上
継

続
し
て
い
る
職
場
づ
く
り
視
点
で
の
お
役
立
ち
セ
ミ

ナ
ー
（
本
年
度
は
「
５
Ｓ
セ
ミ
ナ
ー
」
と
「
メ
イ
ク

ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
」）に
加
え
、本
会
の
周
年
を
祝
し
て
、

６０
th
記
念
セ
ミ
ナ
ー
と
題
し
た
日
常
生
活
に
も
役
立

つ
「
パ
ー
ソ
ナ
ル
カ
ラ
ー
講
座
」
を
共
催
し
た
。

　

色
彩
を
日
常
生
活
に
取
り
入
れ

て
、
職
場
と
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
と
の
気

持
ち
の
切
り
替
え
方
法
を
提
案
す
る

「
パ
ー
ソ
ナ
ル
カ
ラ
ー
講
座
～
自
分

に
似
合
う
色
を
知
り
、
印
象
を
変
え

て
み
ま
せ
ん
か
？
～
」
を
共
催
。
㈱

プ
ラ
ス
カ
ラ
ー
ズ 

代
表
取
締
役 

岩

田
亜
紀
子
氏
よ
り
個
人
が
そ
れ
ぞ
れ

に
持
つ
色
（
目
や
肌
の
色
味
等
）
に
対
し
て
、
相
性

の
良
い
色
彩
群
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
も
ら
え
る
講
座

で
、
参
加
者
か
ら
は
「
配
色
で
印
象
を
変
え
ら
れ
る

こ
と
を
実
感
し
た
」「
自
分
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を

見
直
す
良
い
機
会
に
な
っ
た
」「
自
分
に
似
合
う
新

し
い
色
を
知
る
こ
と
が
出
来
た
」
等
の
感
想
が
あ
り
、

講
演
内
容
の
目
新
し
さ
に
興
味
を
抱
か
れ
て
い
た
。

　

近
年
、
各
地
で
多
発
し
て
い
る
予
期
せ
ぬ
自
然

災
害
を
視
野
に
入
れ
た
「
５
Ｓ
セ
ミ
ナ
ー
～
東
北
地

方
で
の
事
例
を
踏
ま
え
た 

５
Ｓ
活
動 

実
践
ガ
イ
ド

～
」
を
共
催
。
本
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
東
日
本
大
震
災

東
海
地
区
学
会

九
州
地
区
学
会

　

２
０
１
８
年
６
月
９
日
（
土
）、
第
３９
回
日
本
手

術
看
護
学
会
東
北
地
区
学
会
（
会
場
：
仙
台
市
中
小

企
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー　

多
目
的
ホ
ー
ル
）
に
て
、

㈱
リ
ブ
ド
ゥ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
以
下
リ
ブ
ド
ゥ

と
記
載
）
は
ス
イ
ー
ツ
セ
ミ
ナ
ー
「
元
客
室
乗
務
員

が
お
伝
え
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
＆
マ
ナ
ー
講

座
～
患
者
さ
ん
の
心
理
を
理
解
し
、
心
の
こ
も
っ
た

の
復
興
事
例
を
共
有
し
、
被
害
の
縮
小
に
実
績
の
あ

る
整
理
整
頓
術
を
紹
介
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、「
所

属
病
院
に
対
し
て
環
境
面
で
の
課
題
や
問
題
点
が
多

く
、
改
善
意
識
が
高
ま
っ
た
」
等
の
感
想
が
あ
っ
た
。

５
Ｓ
は
整
理
・
整
頓
・
清
潔
・
清
掃
・
習
慣
か
ら
成

る
が
、「
習
慣
」
部
分
を
特
に
強
化
し
、
継
続
し
た

取
組
み
と
す
る
こ
と
の
重
要
性
が
伝
え
ら
れ
た
。

　

患
者
さ
ん
へ
の
安
心
感
を
テ
ー
マ
に「
メ
イ
ク
ア
ッ

プ
セ
ミ
ナ
ー
～
眉
と
目
元 

医
療
現
場
に
ふ
さ
わ
し
い

メ
イ
ク
の
実
践
～
」
を
資
生
堂
ジ
ャ
パ
ン
㈱
と
共
催
。

本
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
手
術
室
看
護
師
の
身
だ
し
な
み

の
う
ち
、
特
に
患
者
さ
ん
へ
の
印
象
に
影
響
の
あ
る

眉
や
目
元
を
実
際
に
メ
イ
ク
を
し
な
が
ら
印
象
の
変

化
を
体
感
し
た
。
参
加
者
か
ら
は

「
接
遇
の
基
礎
を
学
ぶ
こ
と
が
出

来
た
」「
普
段
は
あ
ま
り
メ
イ
ク

に
意
識
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、

今
後
の
参
考
に
し
た
い
」「
マ
ス

ク
を
付
け
た
素
っ
ぴ
ん
顔
が
怖
い

印
象
を
与
え
る
と
分
か
っ
た
」
等

の
感
想
が
あ
っ
た
。      （
田
村
）

　

２
０
１
８
年
９
月
２９
日
（
土
）、
第
３６
回
日
本
手

術
看
護
学
会
九
州
地
区
大
会
（
会
場
：
沖
縄
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
）
に
て
、リ
ブ
ド
ゥ
は
ラ
ン
チ
ョ

ン
セ
ミ
ナ
ー
「
対
応
力
向
上
セ
ミ
ナ
ー
～
手
術
を
受

け
る
患
者
さ
ん
の
心
理
を
理
解
し
、
満
足
度
を
高
め

よ
う
～
」
を
企
画
。
本
大
会
は
台
風
に
よ
り
中
止
と

な
っ
た
が
、
セ
ミ
ナ
ー
で
予
定
し
て
い
た
、
オ
フ
ィ

ス
キ
ャ
リ
ー
エ
ー
ル 

代
表 

小
那
覇
り
な
氏
の
講
演

内
容
は
、
本
機
関
誌
「
Ｓ
Ｃ
Ｋ 

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ 

Ｖ
ｏ
ｌ
．

１９
」
に
掲
載
中
。                              （
畑
山
）

東
北
地
区
学
会

ス
イ
ー
ツ
セ
ミ
ナ
ー

元
客
室
乗
務
員
が
お
伝
え
す
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
＆

マ
ナ
ー
講
座

ラ
ン
チ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー

対
応
力
向
上
セ
ミ
ナ
ー

～
心
手
を
受
け
る
患
者
さ
ん
の
心
理
を

理
解
し
、
満
足
度
を
高
め
よ
う
～

●
５
Ｓ
セ
ミ
ナ
ー

●
６０
ｔｈ
記
念
セ
ミ
ナ
ー

　
パ
ー
ソ
ナ
ル
カ
ラ
ー
講
座

●       

メ
イ
ク
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

日本手術看護学会     各地での取り組みを紹介

演
題
彩
る

６０
ｔｈ
記
念
セ
ミ
ナ
ー
＆

        

お
役
立
ち
セ
ミ
ナ
ー

恒
例

恒
例

て
、
水
準
の
高
い

看
護
を
実
践
す
る

看
護
師
の
こ
と
を

い
う
。
実
践
・
指

導
・
相
談
の
３
つ

の
役
割
を
担
い
、

地
域
に
お
い
て

も
、
広
く
教
育
指

導
や
相
談
に
の
っ

て
い
る
。
専
門
看
護
師
を
「
看
護
ケ
ア
の
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
（
専
門
家
）」
と
す
る
な
ら
ば
、
認
定
看
護

師
は
「
臨
床
現
場
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
（
熟
練
者
）」
と

表
現
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。                       （
浦
）

　

２
０
１
８
年
１１
月
２３
日
（
金
）・
２４
日
（
土
）、
第

３
２
回
日
本
手
術
看
護
学
会
年
次
大
会
（
会
場
：
パ

シ
フ
ィ
コ
横
浜 

会
議
セ
ン
タ
ー
）
併
設
企
業
展
示

会
場
に
て
、
リ
ブ
ド
ゥ
は
新
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー

　

今
回
は
「
手
術
室
へ
配
属
に
な
っ
た
き
っ
か
け
」

に
つ
い
て
、
日
本
手
術
看
護
学
会
地
区
学
会
に
来
場

さ
れ
た
手
術
室
看
護
師
の
中
か
ら
、
約
５
７
０
名
の

方
に
回
答
を
い
た
だ
い
た
。

「
組
織
の
人
員
配
置
で
た
ま
た
ま
」
と
回
答
さ
れ
た

方
が
６５
％
を
占
め
、
次
い
で
「
学
生
時
代
か
ら
興
味

が
あ
っ
た
」
と
回
答
さ
れ
た
方
が
２５
％
、「
他
部
署
経

験
後
に
興
味
が
湧
い
た
」
と
回
答
さ
れ
た
方
が
１０
％

と
い
う
結
果
だ
っ

た
。
ま
た
、
看
護

師
の
キ
ャ
リ
ア
と

し
て
「
今
後
ど
ち

ら
を
目
ざ
し
た
い

で
す
か
？
」
と
い

う
問
い
で
は
、「
１

つ
の
部
署
を
極
め

る
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス

ト
」
と
回
答
し
た

方
が
５６
％
で
あ

り
、
内
訳
を
見
る
と
北
海
道
と
四
国
地
区
に
所
属
す

る
看
護
師
さ
ん
の
割
合
が
高
か
っ
た
。
逆
に
、「
様
々

な
部
署
を
経
験
す
る
ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト
」
と
回
答
さ

れ
た
方
は
４４
％
で
、
内
訳
を
見
る
と
北
陸
と
中
国
地

区
に
所
属
す
る
看
護
師
さ
ん
の
割
合
が
高
か
っ
た
。

公
益
社
団
法
人
日
本
看
護
協
会
が
認
定
す
る
専
門
看

護
師
、
あ
る
い
は
、
認
定
看
護
師
の
制
度
が
あ
る
。

専
門
看
護
師
は
、
特
定
分
野
に
お
け
る
深
い
知
識
と

看
護
技
術
を
有
し
、
複
雑
で
解
決
困
難
な
看
護
問
題

を
持
つ
個
人
・
家
族
お
よ
び
集
団
に
対
し
て
、
組
織

横
断
的
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
研
究
活
動
な
ど
施
設
内

外
で
活
動
を
行
う
。
認
定
看
護
師
は
、
あ
る
特
定
分

野
に
お
い
て
、
熟
練
し
た
看
護
技
術
と
知
識
を
用
い

専
門
誌
に
も
載
っ
て
い
な
い
、
普
段
疑
問
に
思
っ

て
い
て
も
今
さ
ら
聞
け
な
い
…
そ
ん
な
「
こ
の
あ

た
り
、
手
術
室
で
は
ど
う
な
っ
て
る
の
？
」
と
い

う
疑
問
に
お
答
え
す
る
独
自
の
ア
ン
ケ
ー
ト
企
画
。

　

２
０
１
８

年
１０
月
２０
日

（
土
）、
第
１０
回

神
奈
川
手
術

看
護
セ
ミ
ナ
ー

（
会
場
：
横
浜

市
立
大
学
金
沢

八
景
キ
ャ
ン
パ

ス 

主
催
：
神

奈
川
手
術
看

護
認
定
看
護
師

会
）
に
て
、
リ

ブ
ド
ゥ
は
ラ
ン

チ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
「
災
害
に
備
え
た
５
Ｓ
活
動
～
東

北
地
方
で
の
事
例
を
ふ
ま
え
て
～
」
を
開
催
し
た
。

講
師
は
、
整
理
収
納
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
１
級
）
で
あ

り
、東
日
本
大
震
災
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

活
動
の
経
験
を
踏
ま
え
て
、
実
践
的
な
５
Ｓ
を
提
案

し
て
い
る
福
井
泰
志
氏（
リ
ブ
ド
ゥ
社
員
）。
同
氏
は
、

１０
年
に
渡
り
１
０
０
病
院
以
上
の
手
術
室
運
営
に
関

す
る
調
査
を
行
い
、
数
多
く
の
課
題
を
解
決
し
て
き

た
。
講
演
で
は
、
５
Ｓ
の
基
礎
や
東
北
地
方
で
の
事

例
に
つ
い
て
触
れ
、
災
害
対
策
に
つ
な
が
る
５
Ｓ
の

ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
に
は
、

参
加
者
か
ら
の
個
別
相
談
が
相
次
ぎ
、「
明
日
か
ら

直
ぐ
に
実
践
し
た
い
」
等
の
コ
メ
ン
ト
が
あ
る
一
方

で
、「
う
ち
の
病
院
で
は
絶
対
無
理
だ
と
思
っ
た
」
等

と
、
理
想
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
悩
む
看
護
師
さ
ん
も
い

た
。
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
６９
％
の
看
護
師
さ

ん
が
手
術
室
の
５
Ｓ
を
強
化
し
た
い
と
回
答
し
て
お

り
、
施
設
ご
と
で
の
職
場
環
境
に
差
は
あ
る
に
せ
よ
、

多
く
の
看
護
師
さ
ん
が
さ
ら
な
る
改
善
を
必
要
と
し

て
い
る
事
が
分
か
っ
た
。                      （
畑
山
）

ル
「
Ｎ
Ａ
Ｖ

Ｉ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
Ｐ

Ｅ
™
（
ナ
ビ

ス
コ
ー
プ
）」

を
出
展
し

た
。
Ｎ
Ａ
Ｖ

Ｉ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
Ｐ

Ｅ
™
は
ピ
ッ

キ
ン
グ
業
務

の
支
援
ツ
ー
ル
で
、「
ス
マ
ー
ト
グ
ラ
ス
」「
ハ
ン
ズ

フ
リ
ー
バ
ー
コ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
」「
小
型
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
」
の
３
点
を
装
着
す
れ
ば
、
写
真
付
き
ピ
ッ
キ
ン

グ
リ
ス
ト
の
表
示
や
正
誤
判
定
、
記
録
を
行
う
こ
と

が
出
来
る
。
手
術
室
経
験
の
少
な
い
看
護
師
さ
ん
や
、

医
材
知
識
の
無
い
ス
タ
ッ
フ
で
も
、正
確
か
つ
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
に
業
務
が
行
え
る
よ
う
に
と
開
発
さ
れ
た
。

　

展
示
ブ
ー
ス
で
は
、
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
™
の

体
験
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。
ス
マ
ー
ト
グ
ラ
ス
に
表
示

さ
れ
た
物
品
の
ピ
ッ
キ
ン
グ
や
、
バ
ー
コ
ー
ド
リ
ー

ダ
ー
に
よ
る
照
合
の
記
録
を
そ
の
場
で
経
験
す
る
こ

と
が
出
来
る
。

ピ
ッ
キ
ン
グ
対

象
物
に
は
、
人

の
判
断
だ
け
で

は
判
別
が
つ
き

難
い
、
医
材
に

見
立
て
た
オ
ブ

ジ
ェ
を
複
数
配

置
。
こ
の
よ
う

な
ケ
ー
ス
で
も

シ
ス
テ
ム
を
活

用
す
れ
ば
、
目

視
に
頼
っ
た

ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ

ラ
ー
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
ピ
ッ
キ

ン
グ
が
正
し
く
終
了
す
る
と
、
並
べ
た
オ
ブ
ジ
ェ
か

ら
キ
ー
ワ
ー
ド
が
出
来
上
が
る
遊
び
心
も
あ
り
、
大

い
に
盛
り
上
が
っ
た
。
中
で
も
、
特
に
人
手
不
足
に

悩
み
を
抱
え
る
管
理
職
の
方
が
強
い
興
味
を
抱
か
れ

て
お
り
、
リ
ブ
ド
ゥ
の
新
製
品
発
表
は
好
評
の
う
ち

閉
幕
し
た
。                                     （
畑
山
）

手
術
看
護
分
野 

認
定
看
護
師
会 

主
催

神
奈
川
手
術
看
護
セ
ミ
ナ
ー

一つの部署
を極める

スペシャリスト
56%

様々な部署
を経験する
ジェネラリスト

44%

組織の
人員配置で
たまたま
65%

25%

10%

学生時代から
興味があった

他部署経験後に
興味が湧いた

一つの部署
を極める

スペシャリスト
56%

様々な部署
を経験する
ジェネラリスト

44%

組織の
人員配置で
たまたま
65%

25%

10%

学生時代から
興味があった

他部署経験後に
興味が湧いた

第
8
回
「
手
術
室
へ
配
属
に
な
っ
た
き
っ
か
け
」

こ
の
あ
た
り
ア
ン
ケ
ー
ト

2018 年度特集

図 1：手術室配属になったきっかけ
（ｎ=578）

図 2：今後どちらを目ざしたいですか？
（ｎ=550）第

３２
回
日
本
手
術
看
護
学
会
年
次
大
会

新
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル

N
A
V
I
S
C
O
P
E  

を
出
典

TM

ラ
ン
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災
害
に
備
え
た
５
Ｓ
活
動

～
東
北
地
方
で
の
事
例
を
ふ
ま
え
て
～


